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1.	 はじめに

2011年 3月 11日に発生した東日本大震災以降，建築物の
さらなる耐震性向上が求められている。また，近年の建築
物の高層化，大スパン化に伴い，大断面かつ高強度の溶接
組立 H形鋼を梁材に適用する事例が増えている。このよう
な中で，JFEスチールでは，外法一定 H形鋼としては国内
初の（最高強度を有する）建築構造用 520 N／mm2 TMCP H

形鋼「HBL®-H355」（写真 1）を開発した（TMCP：Thermo-

mechanical control process）。本稿ではその製品の概要につ
いて紹介する。

2.	 鋼材特性

HBL®-H355は 2011年 4月に国土交通大臣の認定を取得
した圧延 H形鋼である。表 1に化学成分と機械的性質の規
格および実績を示す。適切な熱間圧延と形鋼冷却設備
「Super-OLAC® S」を活用した先進的な加速冷却技術を用い
て，SN490（JIS G 3136）と同じ炭素当量でありながら引張

強さ520 N／mm2以上の高強度化と低降伏比を実現している。
表 2に y形溶接割れ試験結果，表 3に最高硬さ試験結果を
示す。CO2溶接により予熱温度 5℃，25℃で試験を実施した
が，両温度ともに割れは発生していない。また，最高硬さ
試験では，CO2溶接，被覆アーク溶接共に JASS6 1）に規定
されている組立溶接の最小ビード長さ 40 mmで溶接割れ防
止の目安となるビッカース硬さ 350よりも低く，これらの結
果から溶接性は SN490と同等で良好である。また，多パス
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表１　規格および実績
Table 1　Standard and performance

Size (mm)

Chemical composition (%) Tensile test (Test piece: JIS No. 1A)
Charpy 
impact test

C Si Mn P S Ceq PCM
YP or YS 
(N／mm2)

TS 
(N／mm2)

YR(%) EL (%) VE0 (J)

H1 000×400×16×32 　0.17 　0.31 　1.27 　0.020 　0.003 　0.40 　0.25 407 548 　  74.3 31 232

H900×400×19×40 　0.17 　0.33 　1.28 　0.020 　0.003 　0.40 　0.25 407 560 　  72.7 30 248

Spec. ≦0.20 ≦0.55 ≦1.65 ≦0.030 ≦0.015 ≦0.44 ≦0.29 355-475 520-640 ≦80 19≦ 　 27≦

Ceq=C+Mn／6+Si／24+Ni／40+Cr／5+Mo／4+V／14 YP: Yield point YS: Yield strength　TS: Tensile strength　YR: Yield ratio
PCM=C+Mn／20+Si／30+Cu／20+Ni／60+Cr／20+Mo／15+V／10+5B　EL: Elongation　VE0: Charpy absorbed energy at 0℃

表２　y形溶接割れ試験結果
Table 2　y-Groove weld cracking test

Thickness 
 (mm)

Welding 
process

Welding 
material

Pre-heat 
temperature 
 (℃)

Cracking 
 (%)

40
GMAW 
(CO2)

YGW18 
5 0

25 0

GMAW: Gas metal arc welding　YGW18: JIS Z 3312

2012年 4月 17日受付

写真1　HBL®-H355

Photo1　HBL®-H355

表3　最高硬さ試験結果
Table 3　Maximum hardness test (Vikers hardness)

Thickness 
  (mm)

Welding 
process

Bead length

Arc 
strike

10 mm 20 mm 40 mm 50 mm 125 mm

40

SMAW 412 368 347 315 282 287

GMAW 
(CO2)

401 371 331 301 294 280

SMAW: Shielded metal arc welding GMAW: Gas metal arc welding
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溶接継手試験 2）
も実施しており十分な継手強度と靭性を有

していることを確認している。

3.	 曲げ性能

3.1	 実験概要

曲げ性能を確認するために 3点曲げ試験を実施した。試
験体形状を図 1に示す。なお，試験パラメータは現状の製
造範囲でのフランジの幅厚比の上下限で決めている。

3.2	 実験結果

図 2に塑性変形倍率 R（塑性率（m）－1）と基準化フラン
ジ幅厚比との関係を示す。塑性変形倍率は No. 1で 9.5，No. 

2で 14となっており，必要塑性変形倍率 3）
を大きく上回っ

ている。図中には他鋼種のデータの一例 4）
も併せて示して

いるが，他鋼種との比較でも，ほぼ同等の変形性能を有し
ていることが分かる。

4.	 製品長所およびサイズ

本製品は，設計基準強度（F値）が 355 N／mm2
であり，

SN490と比較して鋼材重量を最大 9％低減でき，経済的な設
計，施工が可能である。その結果，フランジ板厚を SN490

と比べて 1サイズ程度薄くできるので柱梁継手の溶接量の
低減や柱に取付くダイアフラム板厚の低減効果などもある。
製品サイズを図 3に示す。JFEスチールの外法一定 H形
鋼「スーパーハイスレンド®H」5）

のうち，既存のシリーズか
ら大断面部分を中心に選定し，高さが 700 mmから

1 000 mm，幅が 300 mmから 400 mmの 14シリーズ 52サ

イズを商品化している。

5.	 おわりに

建築構造用 520 N／mm2 TMCP H形鋼「HBL®-H355」の
概要を紹介した。本製品は高強度でありながら良好な溶接
性をもち，変形能力に富むので耐震性に優れており，安心・
安全な建築物を構築することができる。今後も，JFEスチー

ルではお客様のニーズに合わせた商品開発を行なっていく
所存である。
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図２　塑性変形倍率（R）-基準化フランジ幅厚比の関係

Fig. 2　 Plastic deformation magnification (R)-Normalized flange 
width-thickness ratio relationship
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図１　試験体形状

Fig. 1　Test detail

図3　HBL®-H355　製品サイズ

Fig. 3　HBL®-H355 Section table

unit: mm

Width
Depth

300 350 400

32 36 32 36 40 32 36 40

  700

 9

12

14 ●
16 ● ●

  750

12

14 ●
16 ● ●

  800

14

16 ● ● ● ●
19 ● ● ● ● ● ●

  850

14

16 ● ●
19 ● ● ● ● ● ●

  900
16 ● ●
19 ● ● ● ● ● ●

  950
16 ● ●
19 ● ● ● ● ● ● ● ●

1 000
16 ● ●
19 ● ● ● ● ● ● ● ●

http://www.jfe-steel.co.jp/research/giho/026/pdf/026-07.pdf

